
溶剤や強酸の分注方法溶剤や強酸の分注方法

～硫酸、塩酸、アセトン、MEK（メチルエチルケトン）硫酸、塩酸、ア トン、 （ チル チルケトン）

の分注について～

株式会社 エー･アンド･デイ

2015年9月3日

JASIS 2015JASIS 2015

1



1.はじめに 1-1 マイクロピペットについて 用途

マイクロピペットとは

○ピペットは一定量の液体を取り分ける器具（分注器）

○バイオ 医薬 生物 農業 合成などの○バイオ、医薬、生物、農業、合成などの

研究、臨床検査で使用される
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1.はじめに 1-2 マイクロピペットについて 構造

ピストンチップホルダーチップ

(1)[手動]

ピストンチップ

Ｏリング

(2)[電動]

ピストンチップホルダーチップ モーター

Ｏリング
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2.実験方法 2-1 使用機器 (1)基本仕様

MPA-200の基本仕様

4



2.実験方法 2-1 使用機器 (2)ピペットの材質
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2.実験方法 2-2 測定液体

○酸性の液体
硫酸
塩酸塩酸

○揮発性がある液体、溶剤
アセトン、
MEK(メチルエチルケトン)MEK(メチルエチルケトン)
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3.実験結果 3-1 強酸性液体の分注 (1)硫酸
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3.実験結果 3-1 強酸性液体の分注 (2)塩酸
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3.実験結果 3-2 強酸性液体への耐性 (1)硫酸
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3.実験結果 3-2 強酸性液体への耐性 (2)塩酸
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3.実験結果 3-3 有機溶剤の分注 アセトン・MEK(ﾒﾁﾙｴﾁﾙｹﾄﾝ)
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3.実験結果 3-4 有機溶剤への耐性 (1)アセトン
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3.実験結果 3-4 有機溶剤への耐性 (2)MEK（メチルエチルケトン）
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4.考察とまとめ

・電動ピペット、MPAを使用し、ピペット本体
にタメージを与える可能性がある各種液
体について 実際に分注した体について、実際に分注した。

・強酸、有機溶剤について、確認した結果、
分注及び耐性について 問題がないこと分注及び耐性について、問題がないこと
が確認された。

14



4.考察とまとめ

御清聴ありがとうございました。

弊社ブース ４Ｂー５０３

機器の展示しています機器の展示しています。
お立ち寄りくださいお立ち寄りください。
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